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№ sma0067  

（2024.3.28） 

サントリー美術館

「徳川美術館展 尾張徳川家の至宝」開催 

会期：２０２４年７月３日（水）～９月１日（日）

国宝 源氏物語絵巻 柏木（三） 

一巻 平安時代 １２世紀  

【展示期間：７／３～７／１５】 

※いずれも徳川美術館蔵

サントリー美術館（東京・六本木／館長：鳥井信吾）は、２０２４年７月３日（水）

から９月１日（日）まで「徳川美術館展 尾張徳川家の至宝」を開催いたします。 

将軍家に連なる御三家の筆頭格であった尾張徳川家に受け継がれてきた重宝の

数々を所蔵する徳川美術館。家康の遺品「駿
すん

府
ぷ

御
お

分
わけ

物
もの

」をはじめ、歴代当主や夫人

たちの遺愛品、刀剣、茶道具、香道具、能装束などにより、尾張徳川家の歴史と

華やかで格調の高い大名文化をご紹介します。屈指の名品として知られる国宝「源氏

物語絵巻」と、三代将軍家光の長女千代姫が婚礼調度として持参した国宝「初音の

調度」も特別出品される貴重な機会となります。 
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《 展示構成 》 
※作品は全て徳川美術館蔵 

※展覧会会場では章と作品の順番が前後する場合があります 

 
第１章 尚武 もののふの備え 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

尾張徳川家は徳川家康（１５４２～１６１６）の九男・義
よし

直
なお

（１６００～５０）を

初代とする御三家筆頭の大名家です。慶長５年（１６００）９月、かの天下分け目の

大戦・関ヶ原合戦から約２カ月後、義直は大坂城で誕生しました。はじめ甲斐国を

与えられましたが、慶長１２年に兄で家康四男の松平忠
ただ

吉
よし

（１５８０～１６０７）が

この世を去ると、その跡を継ぎ清須城主となりました。同１９年には尾張徳川家

代々の居城となる名古屋城を完成させ、尾張国一国・美濃国・三河国の一部・信濃国

の木曽山など、六十一万九千五百石に及ぶ領国を有しました。 

大名は武力で支配権を確立した武士であり、軍事戦闘集団の長でした。泰平の

世にあっても、大名はあくまでも武士として常に備えを怠らず、江戸時代を通じて

刀剣や鉄炮などの武器や、甲冑などの武具類を取り揃えていました。尾張徳川家

では特に、家康や歴代当主ゆかりの品々を、家の由緒を示す宝物として大切に守り

伝えてきました。 

第１章ではこのような作品の中から、具足・刀剣・刀装具・陣中道具などをご紹介

します。 

 

【主な出品作品】 

・徳川家康画像（東照大権現像） 一幅 伝 狩野探幽筆  江戸時代  １７世紀 

・銀
ぎん

溜
だみ

白
しろ

糸
いと

威
おどし

具
ぐ

足
そく

              一領  江戸時代  １７世紀 

・国宝 太刀 銘 長
なが

光
みつ

 名物 津
つ

田
だ

遠 江
とおとうみ

長
なが

光
みつ

   一振  鎌倉時代  １３世紀 

・重要文化財 脇指 無銘 貞
さだ

宗
むね

 名物 物
もの

吉
よし

貞
さだ

宗
むね

 一振  南北朝時代 １４世紀 

国宝 太刀 銘 長光 名物 津田遠江長光 

一振 鎌倉時代 １３世紀 

【通期展示】 

重要文化財 脇指 無銘 貞宗 名物 物吉貞宗 

一振 南北朝時代 １４世紀  

【通期展示】 

銀溜白糸威具足 

一領 江戸時代 １７世紀  

【通期展示】 
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第２章 清雅 ―茶・能・香― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

政治を担い文化を庇護する立場にあった大名には、礼法や教養が求められました。

特に、茶・能・香は、儀礼や外交といった公的な場で行われたため、必ず習得   

すべき芸道でした。 

室町時代に成立した茶の湯は、儀礼や饗応の場に組み込まれました。茶の湯道具は

家の格を表したため、大名家では競って華々しい伝来を持つ名物茶器を蒐集しました。 

能は、足利将軍家の庇護を契機として武家から愛好されると、江戸時代には武家の

正式な音楽、すなわち式
しき

楽
がく

となりました。大名は、江戸時代以前の著名な面
めん

打
うち

師
し

の

面
おもて

を求める一方、御抱えの面打師に自らの愛好する流派にちなむ面も作らせました。

また、大名家の豊かな財力と染織技術の向上を背景に、上等な裂を用いた華麗かつ

独自の意匠の能装束も誂えられました。 

香をたいて優劣を競う遊戯である薫
たき

物
もの

合
あわ

せを基として室町時代に成立した香の

文化は、江戸時代にも引き継がれ、上質な香木とともに、贅を凝らした蒔絵の香道具

などが求められました。 

第２章では、尾張徳川家伝来の貴重な茶道具・能装束・能面・香道具を中心に

特集します。 

 

【主な出品作品】 

・重要文化財 柳
りゅう

燕
えん

図
ず

       一幅 伝 牧
もっ

谿
けい

筆 南宋～元時代 １３世紀 

・重要文化財 織
おり

部
べ

筒
つつ

茶
ちゃ

碗
わん

 銘 冬
ふゆ

枯
がれ

 一口      江戸時代   １７世紀 

・紅
べに

地
じ

雷
かみなり

文
もん

・四
よ

ツ
つ

花
はな

菱
びし

文
もん

厚
あつ

板
いた

   一領      江戸時代   １７世紀 

・青磁香炉 銘 千
ち

鳥
どり

 大
おお

名
めい

物
ぶつ

    一口      南宋時代   １３世紀 

 

重要文化財 織部筒茶碗 銘 冬枯 

一口 江戸時代 １７世紀 

【通期展示】 

紅地雷文・四ツ花菱文厚板 

一領 江戸時代 １７世紀 

【展示期間：７／３１～９／１】 

青磁香炉 銘 千鳥 大名物 

一口 南宋時代 １３世紀 

【展示期間：７／３～７／２９】 
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第３章 求美 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

武具をはじめとする公的な「表道具」に対して、大名自身やその家族が「奥」と

よばれる私的な生活の場で使用した道具、また教養を高め、趣味や遊びに用いた

道具は「奥道具」と言われます。大名自身をはじめ武家の者は、和歌を詠み、絵・

音楽や文学に親しむことを一つの価値観・人生観とし、数多くの作品や道具類が

大名家に所蔵されました。 

書では、歴代天皇の宸
しん

翰
かん

、著名な歌人や文人、あるいは歴代藩主の筆跡などが、

儀礼の空間に飾られ、贈答品としても用いられました。絵画も同じく、古今東西

の名画が鑑賞のみならず儀礼空間の荘厳や贈答に用いられました。 

第３章では、武家女性の華やかな小袖、箏
そう

の琴・琵琶などの楽器類、囲碁や将棋

などの遊戯具、そして書や絵画など、尾張徳川家の由緒ある奥道具を中心にご覧

いただきます。 

 

【主な出品作品】 

・白
しろ

綸
りん

子
ず

地
じ

鼓
つづみ

に藤
ふじ

・杜 若
かきつばた

文
もん

打
うち

掛
かけ

   一領 江戸時代 １９世紀 

・重要文化財 純金葵紋蜀江文皿   一枚 江戸時代 寛永１６年（１６３９） 

・重要文化財 純金葵紋牡丹唐草文盃 一口 江戸時代 寛永１６年（１６３９） 

・箏 銘 青
せい

海
がい

波
は

           一面 桃山～江戸時代 １７世紀 

・松橘蒔絵貝桶・ 合
あわせ

貝
がい

        一式 江戸時代 安永９年（１７８０） 

・新六歌仙画帖 一帖 狩野常信画 真
しん

敬
けい

法
ほう

親
しん

王
のう

筆 江戸時代 １７世紀 

・短冊色紙貼交帖「言葉の林」 二帖の内 一帖   江戸時代 １９世紀 

白綸子地鼓に藤・杜若文打掛 

一領 江戸時代 １９世紀 

【展示期間：７／３～７／２９】 

箏 銘 青海波 

一面 桃山～江戸時代 １７世紀 

【通期展示】 
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特別公開 国宝 初音の調度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

寛永１６年（１６３９）三代将軍徳川家光の長女千代姫（１６３７～９８）が

数え３歳で尾張徳川家二代光友に嫁いだ際の婚礼調度は、「初音の調度」の名で 

親しまれています。『源氏物語』第二十三帖「初音」に題材をとった「初音蒔絵調度」

４７件、同じく第二十四帖「胡蝶」に基づく「胡蝶蒔絵調度」１０件、その他の

意匠の蒔絵調度や染織品、刀剣など１３件の計７０件で、平成８年（１９９６）に

一括して国宝に指定されました。このうち「初音蒔絵調度」および「胡蝶蒔絵調度」

などの蒔絵調度は、室町時代から江戸時代に至るまで、時の政権に蒔絵師として

仕えた幸
こう

阿
あ

弥
み

家十代 長
ちょう

重
じゅう

（１５９９～１６５１）が手がけました。葦
あし

手
で

文字を

散らした文学的意匠もさることながら、総体梨子地仕上げで、高度な技術を要する

高
たか

蒔
まき

絵
え

や研
とぎ

出
だし

蒔絵に平蒔絵、切
きり

金
かね

・付
つけ

描
がき

などさまざまな蒔絵技法が駆使されており、

漆工史上、最高峰の蒔絵技術を示す名品として高く評価されています。 

本展では、この貴重な「初音の調度」の中から、旅眉作箱と将棋盤・駒箱を紹介

します。 

 

【出品作品】 

・国宝 初
はつ

音
ね

蒔
まき

絵
え

旅
たび

眉
まゆ

作
つくり

箱
ばこ

 一具  

江戸時代 寛永１６年（１６３９） 展示期間：７月３日～７月２９日 

・国宝 胡蝶蒔絵将棋盤・駒箱 一揃  

江戸時代 寛永１６年（１６３９） 展示期間：７月３１日～９月１日 

 

国宝 初音蒔絵旅眉作箱 

一具 江戸時代 寛永１６年（１６３９） 

【展示期間：７／３～７／２９】 

国宝 胡蝶蒔絵将棋盤・駒箱 

一揃 江戸時代 寛永１６年（１６３９） 

【展示期間：７／３１～９／１】 
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特別公開 国宝 源氏物語絵巻 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

１１世紀初頭に紫式部が著した『源氏物語』を絵画化した現存最古の作例で、

１２世紀前半、院政期の宮廷を中心に製作されたとみられます。数多く描かれた

源氏絵のなかでも、物語への深い理解と共感に基づき、平安貴族の生活様式や美意識

をよく伝えており、ひときわ高い格調と説得力をもって、観る者を魅了します。 

絵は、「作
つく

り絵
え

」という技法や「引
ひき

目
め

鉤
かぎ

鼻
ばな

」と呼ばれる人物の顔の表現などを  

用いた繊細緻密な描写で、華麗な彩色を施しています。屋根や天井を取り払って

俯瞰的に描く「吹
ふき

抜
ぬき

屋
や

台
たい

」の手法を巧みに取り入れた画面構成をとり、物語の世界観

や登場人物の心理の動きまで、見事に描き出しています。 

詞書は抄出文ながら、別本系に属し、現存最古の本文として貴重です。詞書は、

紫や蘇
す

芳
おう

などの暈
ぼ

かし染め、金銀の砂子や大小の切
きり

箔
はく

・裂
さき

箔
はく

・野毛を撒いた華麗

な料紙を一紙ごとに継いでいます。書は、伝統的な連綿体の 上
じょう

代
だい

様
よう

の書風に加え、

新様の法
ほっ

性
しょう

寺
じ

流
りゅう

をはじめ、新旧を交えた５種（展示は３種）の書風でしたため

られています。絵と書、料紙装飾が一体となった絵巻は、爛熟した院政期の美意識を

余すところなく凝縮した美の結晶ともいえるでしょう。 

尾張徳川家に伝来した絵巻は、昭和７年（１９３２）に巻子装を解き、額面装

に改装されましたが、平成２８年（２０１６）から５年にわたる修復において、

保存の観点から絵の段ごとに１５巻の巻子装に戻されました。 

本展では、徳川美術館が所蔵する国宝「源氏物語絵巻」から特に４場面を選り

すぐり、会期中順次展示替えをしながらご覧いただく貴重な機会となります。 

 

【出品作品】 

・国宝 源氏物語絵巻 柏木（三） 一巻 平安時代 １２世紀  

展示期間：７月３日～７月１５日 

・国宝 源氏物語絵巻 横笛    一巻 平安時代 １２世紀  

展示期間：７月１７日～７月２９日 

・国宝 源氏物語絵巻 橋姫    一巻 平安時代 １２世紀  

展示期間：７月３１日～８月１５日 

・国宝 源氏物語絵巻 宿木（二） 一巻 平安時代 １２世紀  

展示期間：８月１６日～９月１日 

国宝 源氏物語絵巻 橋姫 

一巻 平安時代 １２世紀  

【展示期間：７／３１～８／１５】 
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【本展における展覧会関連プログラム】 

◎講演会「文化を守る―徳川美術館とコレクション―」 

講師：徳川義崇氏（徳川美術館 館長）・吉川美穂氏（徳川美術館 学芸部部長

代理） 

日時：７月２１日（日）１４時～１５時３０分 

会場：６階ホール 

料金：７００円（別途要入館料） 

定員：９５名 

※当館ウェブサイトよりお申込みください。応募者多数の場合は抽選。 

 

◎夏休み特別イベント「まるごといちにち こどもびじゅつかん！」 

開催日：２０２４年８月６日（火） 

休館日の１日が“こども専用びじゅつかん”に。小・中学生とその保護者を

対象に休館日の美術館を無料開放し、様々なプログラムを実施する特別  

イベントを今年の夏も開催します。 

※詳細は６月下旬にお知らせします。 
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徳川美術館展 尾張徳川家の至宝 
 

▼会  期：２０２４年７月３日（水）～９月１日（日） 

※作品保護のため、会期中展示替を行います 

▼主  催：サントリー美術館、徳川美術館、読売新聞社 

▼協  賛：三井不動産、竹中工務店、サントリーホールディングス 

▼会  場：サントリー美術館 

東京都港区赤坂９－７－４ 東京ミッドタウン ガレリア３階 

交通機関（東京ミッドタウン［六本木］まで） 

都営地下鉄大江戸線六本木駅出口８より直結 

東京メトロ日比谷線六本木駅より地下通路にて直結 

東京メトロ千代田線乃木坂駅出口３より徒歩約３分 

 

【基本情報】 

▼開館時間：１０時～１８時 

※金曜および８月１０日（土）、１１日（日・祝）、３１（土）は２０時まで開館 

※いずれも入館は閉館の３０分前まで 

▼休 館 日：火曜日（８月２７日は１８時まで開館） 

 

▼入 館 料： 

・当 日 券：一般１,８００円、大学・高校生１,０００円、中学生以下無料 

・前 売 券：一般１,６００円、大学・高校生８００円 

※サントリー美術館受付、サントリー美術館公式オンラインチケット、ローソン

チケット、セブンチケットにて取扱 

※前売券の販売は２０２４年４月１７日（水）から７月２日（火）まで 

※サントリー美術館受付での販売は開館日のみ 

▼割  引： 

・あとろ割：国立新美術館、森美術館の企画展チケット提示で１００円割引 

・団体割引：２０名様以上の団体は１００円割引 

※割引適用は１種類まで（他の割引との併用不可） 

 

▼呈茶席（お抹茶と季節のお菓子） 

日 時：７月４日（木）・１８日（木）、８月１日（木）・１５日（木）・２９日（木） 

１２時、１３時、１４時、１５時にお点前を実施 

（お点前の時間以外は入室不可） 

会 場：６階茶室「玄鳥庵」 定員：各回１２名／１日４８名 

呈茶券：１,２００円（別途要入館料） 

※呈茶券は当日１０時より３階受付にて販売（予約不可、先着順で販売終了、お一人様

２枚まで）  
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詳細および最新情報は当館ウェブサイトをご覧ください。追加のプログラムを

開催する場合もウェブサイトでご案内します。 

【お問い合せ】 

▼一般お問い合わせ ：０３－３４７９－８６００

▼美術館ウェブサイト：https://www.suntory.co.jp/sma/

▽広報画像のお申込み：

https://www.suntory.com/sma/press/exhibition/v94r7P/tokugawa0328.pdf

▽報道関係のお問合せ：

「徳川美術館展 尾張徳川家の至宝」広報事務局（株式会社ＴＭオフィス内）

担当：馬場・永井・西坂

ＴＥＬ   ：０５０－１８０７－２９１９

Ｅ－ｍａｉｌ：tokugawa@tm-office.co.jp

▽美術館への取材に関するお問い合わせ：

サントリー美術館〔学芸〕石田・安河内〔広報〕光田

https://www.suntory.co.jp/sma/info_press/

以  上


